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   朗Ⅴ連ニュース 

    
No.１２５ 

 

 

 

 
 

                     

 

 

日 時： ２０１４年 １１月 １７日（月）   

         １３：００～１６：００   （１２：３０ 開場）            
 

場 所：  兵庫県民会館  ９階  「けんみんホール」      
 

<プログラム> 
 

第1部 朗読発表   
 

明朗会 （明石市）   

                    藤 沢  周 平 著   

      『 年 の 市 』 

                

グループ紹介 

 

      

第２部   公開講座                  １３時４５分～ 

 

講 演   「日本語文を音声表現するには」   

 

朗 読                          

 

講 師     河 路  勝 氏 

 
 

                      

 

今秋の交流会にも多数のお申込をいただき、ありがとうございます。 

皆様にお楽しみいただけますよう、只今準備を進めているところです。 

ポシェット１２５号と一緒にチケットもお届けします。 

なお、当日券もございますので、ご利用ください。 

 

 

 

発行日 平成２６年１０月２日 

発 行 兵庫県朗読ボランティア連絡会 

 神戸市中央区神若通 5 丁目 3 番 26 号 

（中山記念会館内 神戸ライトセンター） 
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朗 読 発 表   明朗会 

 

    『 年 の 市 』      藤沢 周平  著 

 
 江戸、諏訪町の油屋の女将・おむらは、師走恒例の浅草寺の年の

市に向かっている。おむらには頭の痛い問題があった。嫁のおきく

は、同じ油問屋の娘なのに油の事を何も知らず、台所仕事もこなせ

ないで、おむらに叱られつづけてついに家を出てしまう。その嫁を

追って、一人息子の宗吉が家を出てから 3 日が過ぎていた。 
 

朗 読 

 

「 山 月 記 」 中島 敦 作 

 
 舞台は中国。李徴は早くから才能を謳われ、官吏となりますが、強い自尊心が災

いし、官吏をやめて詩人の道を選びます。しかし名声 は上がらず、再度官吏に戻

るものの、すでに出世は閉ざされていました。   

ある時、李徴は出張先で、闇の中へ駆け出したまま行方知れずとなります。 
 

 翌年、かつての友人だった袁参は、李徴と、山中で不思議な再会をします。 

李徴は、自らの運命への不満が昂じて、虎となっていたのです。  

李徴は、虎の身を隠し、草むらの陰から、数奇な境遇を語り始めるのです。 

 

公 開 講 座 

 

・「一絃の琴」 より          ・「手毬」 より 

抜粋                抜粋 

宮尾 登美子 著                     瀬戸内 寂聴 著 

 
  須磨の浦に流された在原行平を発祥とする    江戸期の歌人、良寛と貞心尼の事実をもと 

一弦琴が、のちに土佐に伝わり、高知の伝統   にした物語。舞台は越後。   

芸能として今日ある。 高知人の宮尾登美子 

は、一絃琴のルーツから昭和の戦後に至る歴 

史を取材し、代表作に仕上げた。         

受講者として男性１名、女性３名が出演。 
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来夢   山中 美子 

 
私たち来夢は、隔年ごとにリスナーさんとの交流会を開いています。現在リスナーさんは２４名。来夢会

員は１７名で、市の広報、地元新聞を月４回、話題あれこれといった情報を月１回録音してリスナーさんに

提供しています。そして、２６年５月から録音をテープからすべて CDに切り替えました。 

 

今年の交流会は、７月１８日に１６名のリスナー、６名の介助人、１４名の会員が参加して行いました。

いつもは私たちの朗読を聞いてもらったり、戸外へ出かけたりしていますが、今年は CD 化について話し合

おうということになりました。リスナーさんにプレクストークを持ってきてもらい、録音した CD を実際に

どういう風に聞いているのか見せてもらい、私たちは使い方を勉強しました。プレクストークで聞いたこと

もない会員もいるので、いい話が聞けました。 

 

  話し合いで出たことは、 

☆ テープより CDの方が聞きやすい…すでにデイジー図書を聞いているので  
☆ レベル分けをした方が聞きやすい…頭出しがしやすい、必要な記事が聞きやすい 

☆ CDは録音時間が長いので広報など内容を網羅できる…会員の立場では、 

テープ時間（９０分）ぐらいでとの意見も 

☆ プレクストークで CDからディスクｶｰﾄﾞに移し、 

CDを返却し、後で聞いている 

 

結果的に CD化したことは良かったです。でもまだ会員全てが 

パソコン操作、CD作成ができないので、私たちにいろいろ課 

題がありますが、リスナーさんと直に話ができた良い交流会に 

なりました。そして当日リスナーさんと来られてた方が、 

新しくリスナーに登録されました。 

リスナーさんとの交流会

だより 

 

 

らくらく デイジー 
 

音訳の世界にもデジタル化の波が…とにかく機器だけは揃えておこうと、2008年 

助成金を申請し機器を購入しました。講習を受けるなど、準備を進めていましたが、 

なかなかメンバーの足並みは揃いませんでした。 

それが一気に加速するのは、2012 年、視覚障害の方々自らが開催されたデジタル図書

利用のための講習会を見学したことがきっかけでした。 

オーディオキャプチャー（ローランド EDIROL UA-4FX）を使用して PC へダイレクト

録音する方法でデイジー図書を作成し利用者さんにお送りしています。（一部希望によ

り MP３非対応の CDデッキでも聞くことができるファイル形式の CDを送付） 

試行錯誤もありましたが、PC上での編集は本当に「らくらく」です。                            

篠山市 山うぐいす  田中 久美子 
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ちょっと一息 
朗読・オーディアドラマを楽しめるラジオ番組を集めてみました。 

＊「 」内はＮＨＫホームページからの引用、〈 〉内は個人的感想です。 

 

① 朗読     (月～金)9:45~10:00, 再放送（土）22:25~23:40 (ＮＨＫ第２) 

「明治以降の日本文学、西洋古典の翻訳を中心に、著名俳優やアナウンサーの朗読で名作の 

息づかいをじっくりお聞き頂くシリーズ」 

http://www.nhk.or.jp/r2bunka/roudoku/1407.html 

② 新日曜名作座 （日）午後 7:20~7:50 (NHK 第１) 

〈西田敏行さんと竹下恵子さんの２人だけで複数の人物を演じ分けていて、聞きごたえが 

あります〉         http://www.nhk.or.jp/audio/html_me/index.html 

③ ラジオ文芸館  （土）8:05~8:45 (NHK 第１) 

    「アナウンサーの語りと音響効果で構成する“聞く短編小説”」 

       http://www.nhk.or.jp/bungei/ 

④ お話でてこい  （月～水）9:30~9:45（ＮＨＫ第２） 

〈幼児向けですが、読み聞かせの参考になります〉 

      http://www.nhk.or.jp/kids/program/detekoi.html 

⑤ FM シアター  （土）午後 10:00~10:50（ＮＨＫＦＭ） 

http://www.nhk.or.jp/audio/html_fm/ 

 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 
 

朗Ｖ連へのお問合せ、ご意見ご要望がございましたら、下記担当幹事までお知らせください。 

 
ブロック 地     区 氏       名 

A 東部・北部地区 京    泉     (朗読 V. 松ぼっくり) 

B 神戸・明石地区 角 野 雅 子   (朗読 G.虹) 

C 淡 路  地 区 余 川 深 雪   (グループ 潮騒） 

D 東 播  地 区 福 永 美智子  (朗読 V.G.むつみ会) 

E 西 播  地 区 西    保 子  (朗読 V.G.来夢) 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

編集後記： ☆  雨が多く、晴れ間の少ない夏が突然終わり、高い空がどこまでも続く気持ちのいい季節

を迎えております。このすがすがしさの中で夏の疲れを癒し、これからの活動に力を蓄え

ていきたいものですね。（よ） 

☆  現在、親の介護に直面しています。ポシェットの作成も（よ）さんに頼りっぱなしでし

た。周囲の皆様にあたたかい励ましをいただきながら日々奮闘中です。（な） 

 

８月中旬の豪雨災害で丹波市は大きな被害を受け、いまだに自宅に戻られ

ない方もおられるそうですが、皆様お住まいの地域は大丈夫でしたか？ 

遅ればせながらお見舞い申し上げます。    （幹事一同） 

 

アイライトフェア 

 

２０１４年 １１月９日(日) 13 時～16 時半  

神戸市立葺合文化センター/神戸アイライト協会理事長の講演等 
 

http://www.nhk.or.jp/r2bunka/roudoku/1407.html
http://www.nhk.or.jp/audio/html_me/index.html
http://www.nhk.or.jp/bungei/
http://www.nhk.or.jp/kids/program/detekoi.html
http://www.nhk.or.jp/audio/html_fm/

